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１．概要（Summary） 

流体力学的直径によって微粒子群を複数のサイズ帯

へ分離するマイクロ流体デバイスの作製の為に、名古屋

大学新井研究室の Deep Si Etcher を利用した。シリコン

基板上にマイクロポストアレイを内包するマイクロチャネル

を作成し、そこへ微粒子を導入することで受動的な微粒

子分離を達成した。これまでに 7.0 m, 4.0 m, 2.5 m

を閾値とする 3つの分離を実証している。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

Deep Si Etcher 

【実験方法】 

シリコン基板上に回転塗布した感光性レジスト上にマイ

クロポストアレイを内包するチャネルのパターニングを行

い、Deep Si Etcherにて 20 mの深さになるようエッチ

ングを行った。その後超音波ドリルを用いてアクセスホー

ルを開け、加工したシリコン基板と SD2ガラスを 300˚C, 3 

V条件で陽極接合をすることでチャネルの密閉を行った。

アクセスホールにPEEKチューブを取りつけ、外部との流

体接続を行い、各インレットへ適切な流量、あるいは圧力

を印加することでサンプルの導入を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 閾値 7.0 mの分離アレイに導入した 10 m と 6 mビ

ーズの連続写真を Fig. 1 に示す。臨界直径よりも大きな

ビーズはポストに衝突しながら横方向に逸れながら流れる

のに対し、小さなビーズはポストの間をすり抜けるように流

れた。流体力学的直径によってそれぞれ異なる軌跡を取

っていることが分かる。次にアウトレット近傍の蛍光画像を

Fig. 2 に示す。流体力学的直径によって、横に排除され

たビーズと直進するビーズでは到達するアウトレットが異

なっている。 

 

 

Fig. 1 Sequential micrograph of microbeads 

migrating in micropost array. 

 

 

Fig. 2 Fluorescent micrograph of outlet channel 

showing size-selective separation of microbead 
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